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知の集積と国際的情報発信拠点の形成  
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資料収集 資料収集 

本事業の到達目標って何だ 
水俣病の経験を将来に活かした地域構想と 

国際的情報発信のための水俣学研究拠点の構築 

プロジェクト3 
水俣学アーカイブスを通した知の集積と国際
的情報発信拠点の形成 
 

水俣学研究センター所蔵資料DB 
水俣学アーカイブ 

プロジェクト1 
水俣病被害の多面性に着
目した問題解決のための
包括的研究 

 

熊本学園大学水俣学研究センター 

国内外の研究者・被害
者・市民の参加 

プロジェクト2 
環境負債を克服し地域再構築にむ
けた評価および民主主義的合意
形成をめざす社会的実証研究 
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水俣学研究センター所蔵資料データベース 

H21.23.24.26.27年度独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金（研究成果公開促進費） 
H26-28年度三菱財団人文科学研究助成 

1999年 原田正純先生の提唱で本学に「水俣学研究プロジェクト」が立ち 
     上げられ、本学の社会福祉研究所に水俣学資料室をおき、これま 
     で訴訟関連資料・行政資料や研究文献の収集にあたってきた。 

水俣学研究 
プロジェクト 

2005年4月、熊本学園大学（熊本市）に水俣学研究センターを設立 
2005年8月、水俣市内に水俣学現地研究センターを設立        
        新日窒労組旧蔵資料の整理を組合OBとともに開始 研究拠点設立 

2000年 学部授業で福祉環境学入門を開講 
2002年 学部授業で水俣学講義を開講 
     授業は、当センターＨＰ上でライブ中継している 

水俣学に関連した
講義開講 

2009年度 新日窒労組旧蔵資料の閲覧公開・文献資料目録をHP上で公開 
       全国資料巡回展・シンポジウムを行い情報発信 
2012年度 新日窒労組旧蔵資料に写真資料と物品資料をHPで公開 
       HP上で「映像でみる新日窒労組の歴史」を公開 
2013年度 水俣病研究会蒐集資料、宮澤信雄旧蔵資料、最首悟旧蔵資料 
      の文献資料目録をHP上で公開 
2014年度 浜元二徳旧蔵資料の文献資料目録をHP上で公開 
2015年度 「水俣学アーカイブ」をHP上で公開 

各PJ調査で得
た資料を集約 

各資料群を 
DB化・公開 
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水俣学研究センター所蔵資料データベースの全体像 
 

○公開している資料群（概要 http://www3.kumagaku.ac.jp/minamata/shiryo/syozou ） 

• 新日窒労組旧蔵資料：文献資料6225点、写真資料63600点、物品資料533点 

• 水俣病研究会蒐集資料：文献資料20340点、写真資料350点（概数） 

• 宮澤信雄旧蔵資料：文献資料962点 

• 最首悟旧蔵資料：文献資料318点 

• 浜元二徳旧蔵資料：文献資料133点、物品資料20点 

• 松本勉旧蔵資料：文献資料1185点、音声資料507点うち3点をデータ変換し目
録上で視聴できるシステムを構築、2018年3月映像資料42点公開予定 

• 鰐淵健之旧蔵資料：文献資料128点 

• 馬場昇旧蔵資料：文献資料730点 

• 堀田宣之旧蔵資料：文献資料521点を2018年3月に公開予定 

○目録化を進めている資料群 

• 深井純一旧蔵資料 

• 名古屋水俣病を告発する会収集資料 
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新日窒労組旧蔵資料 
写真目録化作業 

現地密着型プロジェクト 
 

水俣病事件史のまっただなかを 
生きてこられた方々に 
資料整理をしていただく 
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一枚の写真にこれだけの情報を盛り込む理由 
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水俣学アーカイブ 

6つのコンテンツ･11のテーマを作成 

 

1. 証言：患者証言、共に闘う 

2. 歴史：水俣今昔、時空でたどる新日窒労

組、水俣略年表 

3. 自然：海辺の物語 

4. 教育：伝える子どもたちへ、現場をさるく、

学校の現場から 

5. 記録：新日窒労組8㎜グループ 

6. 未来：失敗の教訓を活かす 
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水俣学アーカイブ作成の出発点 

・これまでテレビや映画で繰り返し流されてきた 

 急性劇症型水俣病の「記憶の集積」 

→「あれが水俣病」 

水俣の外から・水俣市民も・そして被害者自身もそう

思い込んできた 

→「慢性水俣病の被害実態」と隔たり 

→「ニセ患者」発言 

・2017年1月22日県内であったスポーツ大会で県 

 内小学生が水俣の小学生に「水俣病がうつる」 

・認定された患者自宅に「患者のふりして」匿名 

 電話 

→「あそこまで酷くない」「あの水俣病ではない」 

 

⇒水俣病の「病い」の「実相」さえ、「伝える手段 

 を再生する段階」で再検討されないまま流されて 

 いるため記憶の「ゆがみ」が生じている現状 

第1刷：1972年 
いまだ「水俣病とは何か」が
争われ 
認定基準は1977年以降見直
されず 
「知識」はつねに「固定化」へ
の惰性が内在すべき 
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朝日新聞社との「水俣病公式確認60年アンケート」 

水俣病の経験を次世代に伝えるべきか 

2016年3月実施 
 
回答者数2619サンプル 
 
この質問への有効パーセント 
 伝えるべき：67.4 
 どちらかといえば伝えるべき：26.7 
 あまり伝える必要はない：5.3 
 まったく伝える必要はない：0.6 
 欠損値0 
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「患者証言」を作成するにあたり
注意したこと 

「実相」に迫る 

→何らかの形で表現しようとすると、実 

 相との間に差異が生じる可能性 

→映像編集は、意味づけを行わなければ 

 ならない 

「実相」とは何か 

→認定された方のみが患者ではない 

→認定されていない「何らかの有機水銀の 

 影響がある」とされた人 

→原田正純先生の環境病跡学 

編集した証言映像は、運営委員で確認後 

→本人に見ていただき必要時修正 

→「使用公開許可証」に署名していただく 
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• 水俣学講義 

GoogleアナリティクスでみるHPのページ別閲覧状況  

2016.11-2017.1の3ヶ月分 
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Googleアナリティクス2017.2.8閲覧 2016.11-2017.1の3ヶ月分 14 



2016.11-2017.1の3ヶ月分 

GoogleアナリティクスでみるHPの平均ページ滞在時間  
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水俣学研究センター 

拠点形成 

患者の存在 

くらしの変遷 

土地の歴史 

文化 

加害者側・被害者側の
家族がいる子どもたち
の前で公害教育を行っ
てきた教師たちの教育

史 自然環境 

研究者の存在 

支援者の存在 

まちづくり 

学生のみならず、 
世界や県外の人々、水俣市民、被害者、 

そして次世代へ伝える 

知の伝
達 

記憶の
交換 

経験 

水俣学アーカイブやデータベース作成
は水俣学研究拠点形成の基底 
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・データベースやアーカイブを閲覧した人
がどのような評価をするか、それを得る
ための方法を検討する必要性 

 

・一次訴訟を経験した患者さんは80歳代、
編集映像の確認をいそがなければなら
ない 

 

・写真の整理に携わる組合OBの方々は、
若い方で70歳代 

 →1枚の写真を資料として次世代に残す 
 

・水俣学アーカイブとデータベースの充実
と重畳的構築 

 

・横断検索の検討 

課題 

熊本日日新聞 朝刊2014.12.13 

朝日新聞 朝刊2014.12.13 

17 本研究の一部は、科研費15K03905、JSPS科研費JP15HP8022、平成26-28年度三菱財団人文科学研究助成を受け実
施したものである。 


